
フッスし子刃卜́ル、たし去覇 三如衆ヵ∪場のは1ヽみむ`かし鳥1)まづ。lθ月夕ヽリフ、/ゑ は源れ什医慮

工子働 く動 作 工も宛tか 毅 )霊
塊 島 ア ι航 雰 ;i;:ll覚 lil該4に く蔵メのパ乃兵でヽす。多月フッ茶乞粛ただ、

後にり,て し)」 Jオ。キ,ソ トー′じほ港t歯顔僣ュータじス歯)の数ι波うしこてた∂け。
心し歯力|よ権数 ι多之|レキゝ しtて 見夕れ■tt	ι嵐イので`インヘ.十シリトー′し|」 ご2-た 形れ
筋夕ヵι不ァんぅιしバム来ゴろ/メ

`勧
て、ぜ庖げれは、万変aナ、イ多ィタ滅なぃの

`、

あと茄歯ι

壼″11 Lヽ導,プ屋ちア

`腸

野議
`躍

視[,'力競鶏

この二12ι 9-の_^こかた。Q彙ユ‐卜∫
せひぶt赫島3●

1じ健ι減ざく尋Ⅲ、O凸
象もの鳥名I万百

・
II 02週Falい駐 嗅゙.

:キ |二も慮夕ないのl■

齢 匡PかL―
こ帥 や

パ frfえ～,日日にく

旬
瀞
詳

角←a川閣こ 憂時J財傷樹

拠 oフ機 ル メ体 だt


